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: 孝L癌は日本1も欧米に追随し患者数が増加し     
す
1奇  正 幸
 聘    L

′ており社会のニーズが高まっているため、当院で′

:院の検診センターでは年間約5,000人の平L癌検 :
D指針をうけ、マンモグラフィーや超音波などの画

:

1手L癌が数多く発見されています。       ′
:微小乳癌の診断から外科手術、術後補助療法、1

術後経過観察に至るまで手L癌の治療に必要な一貫した診療体制を整えております。また孝L癌には

'手術のみではなく、孝L房温存療法時の放射線治療や内分泌療法、再発の可能性が高いと考えら

れる患者様への抗がん剤を用いた化学療法など幅広い総合的な診療能力が必要であり、当院の

総合病院としての強みを発揮できる疾患と考えています。当院はマンモグラフィー検診精度管理

中央委員会認定の読影医師と撮影技師、日本超音波医学会認定の医師、臨床検査技師のいる

:施設です。

乳癌の治療は予後因子についての詳しい研究や分子標的薬などの新規抗がん剤の開発により

最近数年間で濠1的に変化しています。これらの成果を踏まえ当院でも治療ストラテジーを常に

updateし、患者様に最善の治療を提供するように努めています。また孝L癌は病期、組織所見、ホル

モンリセプターの有無,HER2過剰発現の有無等により治療の選択肢が複数存在し、これらのなか

から患者様自身が自分の治療を選ぶ時代になっています。このため正確で、分かりやすい情報の

提示が必須であり、きめ細かなインフォームドコンセントが重要になっております。当院ではこれら

を孝L腺外科医が担当し、患者様の満足度を高める努力を行っています。

乳腺外科では、乳がんはもとより手L腺炎、平L輪下膿瘍鮮L輪下に繰り返し膿瘍をひきおこす病気

です )、 平L管異常分泌等の診療をおこなっています。孝L房に異常を感じる患者様がいらっしゃいま

したら、気軽に当院孝L腺外科を利用してください。

乳腺外科では、月曜日から金曜日の午前中に診療を行っています。金曜午後には乳腺外

来をおこなっています。完全予約制ですのであらかじめ医療連携室もしくは乳腺外科外来

への電話予約をお願いいたします。



診療科紹介

呼吸器外科

呼吸器外科部長

森 田 理 一 郎

この度、呼吸器外科部長に着任いたしました。呼吸器外科の診療は暫く休止状態でした

が、この 10月 から再開いたしましたのでよろしくお願い致します。

10月 に赴任したばかりで、本院での実績はまったくございませんので、呼吸器外科学の

現況をご紹介したいと思います。

現在の呼吸器外科診療の中心は何と言つても肺癌です。わが国の肺癌による死亡率・罹

患率は増加の一途をたどっており、2002年の人口動態統計では悪性新生物死亡全体に占め

る肺癌の割合は男性が 22.0%、 女性が 12.7%で 、部位別死亡数でみますと肺癌は男女合わ

せて第 1位、男性が 1位、女性が 3位でした。いまや年間約 53,000人以上の肺癌死亡が報

告されています。そのなかでも高齢者の肺癌が増えています:高齢化社会が進むなかで肺

癌による死亡数は男女とも 70歳代が最も多ぐなっています。その治療法となりますと、肺

癌の大部分を占める非小細胞肺癌においては現在でも根治的治療の第一選択は外科切除で

あります6

1と いう状況にあつて、われわれ呼吸器外科医は高齢者に優しい手術法の開拓に日々努め

ています。そのなかにはすでに実用化されたものや、そろそろ実用化されつつあるもの、

まだまだ研究段階のもの等があります。例を挙げますと、すでに実用化されたものとして

術後の疼痛や呼吸機能の損失を少なくしようとする胸筋温存開胸法があります。前方腋省

開胸や聴診三角開胸として現在すでに用いられています。実用化されつつあるものとして

は胸腔鏡手術がありますが、開胸手術と全く同等の手術操作ができるとはいえませんので、

その適応には慎重を要します。しかし近年、CTの解像度の向上や CT健診の導入により肺野

末梢の小型肺癌が多く発見されるようになっており、これらにはよい適応と思われます。

まだまだ研究段階でこれからのものとしては sentinel node navigationによるリンパ節郭

清の省略化があります。少しご説明しますと、肺癌にはそれが存在する肺葉ごとに転移を

起こしやすいリンパ節があり、その高頻度にリンパ節転移を起こすと思われるリンパ節に

転移がなければそれ以上のリンパ節郭清は省略できるという考えです。呼吸器外科という

と古い外科 (肺結核に対する外科)のように思われがちですが、このように姿を変えて進

歩しています。

すこし話題を変えまして、『肺気腫を切つて治す』という手術があったことをご存知の先

生もいらつしゃると思います。ling volume reduction surgery(LVRS)と 申しますが、肺の

表面に位置する気腫部分を除去して過大に膨張した肺を小さくすることにより、横隔膜を

挙上させ換気効果を高めようとする手術です。当初は大いに期待されましたが、その効果

には限界があるようです。しかし一方で、巨大肺嚢胞に対するブラ切除術は一定の評価を

得ています。巨大な肺嚢胞を手術的に取れば、肺嚢胞によつて今まで押しつぶされていた

肺が元のように膨らみ正常な働きを示すというものです。

これらの手術法を積極的に取り入れ、より質の高い医療を目指しておりますので、患者

様をご紹介戴ければ幸いと存じます。
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